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一
般
質
問

12
名
が
登
壇 

市
政
を
問
う

＊
こ
の
一
般
質
問
は
9
月
8
日
と
9
日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

問
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
」の
実
現
に
向
け
、

災
害
対
策
の
予
算
編
成
に
挑
む

市
長
の
方
針
は

答
熊
本
地
震
で
は
多
く
の

方
々
が
避
難
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
課
題
と
問
題
点

が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

救
護
物
資
を
広
域
避
難
所
や
一

時
避
難
所
へ
配
分
す
る
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
早
急
に
確
立
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
に
作
成
し
た
御
前
崎

市
災
害
備
蓄
計
画
に
つ
い
て
、

必
要
と
な
る
食
料
や
備
蓄
用
品

の
再
検
証
を
す
る
必
要
が
あ

り
、
今
後
、
国
と
連
携
し
て
支

援
体
制
に
万
全
を
期
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
宅

の
耐
震
化
を
さ
ら
に
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
「
産
業
振
興
と
働
く
場

所
の
確
保
に
つ
い
て
」

の
施
策
に
対
す
る
市
長
の
考
え

は

答
一
次
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
安
定
し
た
農

業
生
産
と
事
業
継
続
、
雇
用
の

増
加
、
収
益
も
上
が
る
体
制
を

構
築
す
る
た
め
、
新
た
な
農
業

法
人
化
を
促
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
二
次
産
業
で

は
、
市
内
企
業
継
続
操
業
及
び

成
長
支
援
に
つ
な
が
る
優
遇
制

度
の
創
設
に
つ
い
て
、
平
成
29

年
４
月
適
用
に
向
け
て
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
三
次
産
業
で

は
、
28
年
度
に
策
定
し
た
観
光

基
本
計
画
を
推
進
す
る
中
で
、

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
と
と

も
に
、
産
業
の
振
興
発
展
や
働

く
場
所
の
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

問
旧
消
防
庁
舎
の
今
後
の

扱
い
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か

答
旧
消
防
庁
舎
の
利
用
に

つ
い
て
、
具
体
的
な
方

向
性
は
決
ま
っ
て
い
な

い
が
、
一
つ
の
案
と
し

て
、
庁
舎
は
災
害
時
に

緊
急
輸
送
路
と
な
る
金

谷
御
前
崎
連
絡
道
路
や

御
前
崎
港
に
近
く
、
地

理
的
条
件
も
よ
い
こ
と

か
ら
、
災
害
時
に
必
要

な
物
資
の
備
蓄
倉
庫
や

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支

援
本
部
な
ど
の
防
災
拠

点
と
し
て
の
利
用
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

問
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
に
向
け
、
今
後

増
え
て
い
く
在
宅
介
護
、
医
療

を
担
う
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
現
在

の
状
況
及
び
今
後
の
計
画
は

答
シ
ス
テ
ム
構
築
の
要
は

地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
あ
り
、
一
方
的
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
で
な
く
市
民
全
体

で
形
成
し
て
い
く
も
の
で
あ

り
、
在
宅
介
護
を
基
本
と
し
た

シ
ス
テ
ム
で
す
。
28
年
度
中
に

協
議
体
と
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
モ
デ
ル
的
に
一
部

の
地
域
に
設
置
し
、近
い
将
来
、

全
市
に
拡
大
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

医
療
に
関
し
て
は
、
開
業
医

が
４
院
増
え
、
市
民
病
院
で
は

訪
問
看
護
・
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
家
庭

医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
り

地
域
医
療
を
担
う
医
師
確
保
に

な
る
と
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、

多
職
種
連
携
会
議
を
開
催
し
、

医
師
、
薬
剤
師
と
各
種
介
護
に

関
わ
る
方
が
一
堂
に
顔
を
合
わ

せ
る
場
を
設
け
ま
し
た
。

問
新
野
左
馬
助
公
に
関
す

る
集
客
対
応
は

答
大
河
ド
ラ
マ
を
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

左
馬
助
公
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
新

野
ま
る
ご
と
マ
ッ
プ
、
ポ
ス

タ
ー
、
の
ぼ
り
旗
を
作
成
し
、

市
内
観
光
施
設
な
ど
に
設
置
し

て
知
名
度
を
上
げ
る
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

各
地
区
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
、
懸
垂
幕
を
作
成
中
で
す
。

ま
た
、
首
都
圏
の
旅
行
会
社
へ

の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

問
直
虎
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
位
置
づ
け
と
活
動

内
容
は

答
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
位
置

づ
け
は
、
新
野
左
馬
助

公
を
使
っ
て
官
民
一
体
と
な

り
、
御
前
崎
市
の
産
業
・
地
域
・

生
涯
学
習
の
活
性
化
を
図
る
事

業
と
考
え
ま
す
。

左
馬
助
公
を
使
っ
た
商
品
開

発
、
市
内
周
遊
コ
ー

ス
づ
く
り
、
歴
史
・

文
化
の
全
国
発
信
に

よ
る
誘
客
な
ど
の
活

動
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
市
の
農
業
振

興
策
の
検
証

と
今
後
の
施
策
に
つ

い
て答

高
齢
化
、
後

継
者
不
足
以

外
に
、
農
作
物
価
格

の
低
迷
、
安
定
し
た

収
入
を
得
ら
れ
な
い

と
い
う
農
業
衰
退
の
要
因
を
分

析
し
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

未
来
の
農
家
サ
ロ
ン
を
開
始
し

ま
し
た
。
28
年
度
中
に
六
次
産

業
化
の
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
補
助
制
度
拡
大
、

御
前
崎
産
の
農
畜
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
さ
ら
に
成
熟
さ
せ
、

「
や
り
が
い
の
あ
る
、
収
益
が

上
が
る
農
業
」を
目
指
し
ま
す
。

市
長
選
に
お
け
る

選
挙
公
約
に
つ
い
て

阿南澄男

旧
消
防
庁
舎
の
今
後
に
つ
い
て

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
つ
い
て

植田浩之

左
馬
助
公
に
関
す
る
市
の
集
客
対
応
施
策
に
つ
い
て

直
虎
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
位
置
づ
け
と
活
動
内
容
に
つ
い
て

市
の
農
業
振
興
策
の
検
証
及
び
今
後
の
施
策
に
つ
い
て

渥美昌裕

問
28
年
度
に
新
設
さ
れ
た

補
助
率
１
０
０
％
の「
エ

ネ
ル
ギ
ー
構
造
転
換
理
解
促
進

事
業
」
に
対
す
る
申
請
状
況
は

答
７
月
１
日
付
で
補
助
金

要
綱
が
制
定
さ
れ
、
７

月
４
日
か
ら
29
日
ま
で
の
期
間

で
事
業
公
募
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
と
し
て
は
、「
白
羽
小

学
校
体
育
館
太
陽
光
発
電
パ

ワ
ー
コ
ン
デ
シ
ョ
ナ
ー
更
新
工

事
」と「
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
事
前
調
査
事
業
」
の
２

点
の
事
業
提
案
書
を
提
出
し
、

先
般
、
事
業
採
択
決
定
の
連
絡

を
受
け
ま
し
た
。

「
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
29
年
度
に
策
定
す
る
計
画
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
市
と
し
て

も
、
環
境
負
荷
を
考
慮
し
た
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
な
ど
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
に
つ
い
て
方
針
を
示
し
ま

す
。
ま
た
、
今
後
、
こ
の
交
付

金
事
業
を
活
用
し
た
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

を
実
施
し
て
い
く
上
で
の
市
の

指
針
と
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
「
電
源
立
地
地
域
対
策

交
付
金
事
業
」
の
使
途

と
し
て
、
今
後
、
地
域
活
性
化
、

産
業
活
性
化
に
も
っ
と
活
用
す

べ
き
で
は

答
こ
の
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
福
祉
・
医

療
・
教
育
・
消
防
な
ど
の
維
持

運
営
費
に
充
当
し
て
い
く
予
定

で
す
。
議
員
提
案
の
３
案
件
に

つ
い
て
は
、
他
の
補
助
金
の
活

用
が
可
能
か
研
究
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
所
管

各
種
交
付
金
事
業
に
つ
い
て

齋藤　洋

問
公
民
館
活
動
・
事
業
の

問
題
点
及
び
課
題
点
は

何
か
。
ま
た
、
今
後
の
方
向
性

は
答
市
の
公
民
館
は
８
館
あ

り
、
社
会
教
育
法
第
21

条
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。旧

浜
岡
町
の
公
民
館
は
、
社

会
教
育
施
設
に
加
え
、
防
災
、

福
祉
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
な
ど
の
拠
点
施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
旧
御
前
崎
町
の

公
民
館
は
、
防
災
、
福
祉
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
な
ど

は
町
内
会
中
心
と
い
う
違
い
が

あ
り
ま
す
。

現
在
、
社
会
が
多
様
化
し
、

防
災
、
福
祉
や
高
齢
化
問
題
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
変
化

な
ど
に
よ
り
、
公
民
館
に
期
待

さ
れ
る
役
割
が
大
き
く
、
ま
た

重
要
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
こ
と
か
ら
、
教
育
長
を

委
員
長
と
し
て
「
公
民
館
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
ま

し
た
。
現
時
点
は
、
前
回
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
の
報
告
書
を

検
証
し
、
課
題
や
問
題
を
委
員

で
共
有
し
、
ま
た
、
近
隣
市
の

事
例
を
調
査
し
て
い
る
段
階
で

す
。
今
後
は
、
社
会
教
育
法
上

の
公
民
館
と
す
る
か
、
防
災
、

福
祉
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

な
ど
を
中
心
と
し
た
施
設
と
す

る
べ
き
か
を
検
討
し
、
方
向
性

を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

公
民
館
の
あ
り
方
に
つ
い
て

杉浦謙二

問
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
策
の
一

環
と
し
て
、
支
給
型
奨

学
金
制
度
を
創
設
す
る
考
え
は

答
Ｕ
タ
ー
ン
促
進
策
に
つ

い
て
は
、
企
業
誘
致
や

創
業
支
援
体
制
の
充
実
に
努

め
、
働
く
場
所
が
た
く
さ
ん
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

給
付
型
の
奨
学
金
制
度
を
開
設

す
る
に
は
、
原
資
が
税
金
と
な

る
た
め
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
人
口
減
少
対

策
と
し
て
は
有
効
な
施

策
と
考
え
ま
す
の
で
、

貴
重
な
意
見
と
し
て
受

け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
ご
み
処
理
場
更

新
時
に
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
（
公
共
施
設
の

設
計
・
建
設
・
維
持
管

理
及
び
運
営
に
民
間
の

資
金
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
公

共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
方

法
）
を
導
入
し
、
検
討
す
る
考

え
は答

経
費
抑
制
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
が
、
適

正
な
管
理
指
導
が
で
き
な
い
場

合
は
サ
ー
ビ
ス
・
品
質
低
下
を

招
く
お
そ
れ
も
あ
る
た
め
、
さ

ら
な
る
研
究
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

人
口
減
少
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て

ご
み
処
理
場
（
保
全
セ
ン
タ
ー
）
に
つ
い
て

河原﨑惠士
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旧消防庁舎


